CAD/CAE演習（SS専門科目）　　　　　　　　　　　　　　　　　【2005年度用】
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科目名：CAD/CAE演習（英文科目名：Exercise of CAD / CAE）

      ２　単位　選択　専攻科電子システム専攻１年　後期　

担当教員：

　猪瀬善郊（居室：機械工学科棟２階）　Tel:0285-20-2205  E-mail:yinose@oyama-ct.ac.jp

  川村壮司（居室：機械工学科棟２階）　Tel:0285-20-2201  E-mail:t-kawamura@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

　一般に、機械（例えば自転車等）を作り上げるためには、発案・設計・製図・製作・性能評価を繰り返し行う必要がある。よって、よりよい機械（製品）を完成させるためには、多くの時間とコストがかかる。そのため、コンピュータを導入した設計および製図が主流となっている。それに伴い、機械工学における設計および製図も変化してきた。現在では、二次元ＣＡＤを用いた製図だけから三次元ＣＡＤを用いて設計および製図を行う方向へと移っている。そこで、教育現場においても、コンピュータ支援による最適設計に関した内容を行うことが必要である。

達成目標：

　1.三次元CADソフトを用いて設計および製図ができること。

  2.FEMソフトを用いて応力解析ができること。

  3.各自に与えられた条件の範囲で、最適設計に関するレポートが作成できること。

技術者教育プログラムの学習・教育目標：(A-2)，(B-1)

JABEE基準１の(1)との関係：d(2-b)，d(2-d)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

カリキュラム中の位置づけ
　この科目を学ぶために、前年度までの履修科目で本科目と関連性のある科目
　　材料力学、工作実習、機械設計製図Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
　現学年でこの科目と関連性のある科目
　　計算力学

　次年度以降に学ぶ、この科目に関連性のある科目
　　なし
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――教科書：

　自作テキスト。

参考書：

  指定しない。　 　 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
授業内容：

　1.コンピュータ援用による最適設計について講義。（１週）　

　2.簡単なモデルを例に、三次元CADソフト（AutodeskInventorSeries8）の操作を習得し、課題について作図する。（５週）

　3.簡単なモデルを例に、FEMソフト（ANSYSDesignSpace）の操作を習得し、課題について解析する。（４週）

　4.各自に与えられた条件の範囲で、最適設計に関するレポートを作成する。（４週）

　5.各自のレポートについて、プレゼンテーションを行う。（１週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　三次元CADソフトによる設計および製図ができること（20%）。

FEMソフトを用いた応力解析ができること（20%）。

　初期設計案に対する評価・考察から最終設計案に変更した説明ができるレポート（60%）。

　これらの総合から、60%以上を合格とする。

連絡事項：

　試験は行わない。

　講義中心で進めていくため、確実に出席をすること。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

